
令和元年度 こどものみらい保育園 自己評価分析と今後の課題 

 

１．対象者 

保育職員６名（内訳：正規職員５名、パート職員１名） 

２．方法 

「教育・保育の計画性」「保育の在り方、３歳未満児への対応」「保育者としての資質や

能力・良識・適性」「保護者への対応・守秘義務」「地域の自然や社会との関わり」「保

育者の専門性」の６つの大きな評価項目より、当法人の理念や方針を考慮して計８８個

の評価項目を作成した。（別紙参照） 

３．評価・分析方法 

「１ よくできている」「２ まあまあできている」「３ あまりできていない」「４ まっ

たくできていない」の 4 段階で回答を求めた。また、集計した回答について基本統計処

理を行い、そ の結果をもとに園内研修にて話し合い、今後の課題について話し合った。 

※対象者が少ないため、分析結果はあくまで傾向とする。 

４．結果 

Ｉ．教育・保育の計画性（１：２４％，２：６４％，３：１１％，４：０％） 

８８％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】 

 ①互いの保育を見せ合い、高めていく努力が不足していた。今後は、お互いの保育を見せ

合い、検討した上で評価・反省をし、保育の質向上に努めていく。 

 

Ⅱ．保育の在り方、３歳未満児への対応（１：４７％，２：５１％，３：２％，４：０％） 

９８％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】 

 ①保育者全体で子どもの好奇心や発達を促す意識やねらいが共有できているか、事前に

確認をした上で、次週の保育計画に繋げていく。 

 ②場面に応じた子ども達一人ひとりへの関わり方について、職員同士の経験や事例など

を共有しながら話し合い、子どもにとってより良い関わりを検討していく。 

 

Ⅲ．保育者としての資質や能力・良識・適性（１：５１％，２：４８％，３：１％，４：０％） 

９９％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】 

 ①キャリアップ研修等の外部研修に参加し、専門的な保育の知識を深め、実践の中で高め

ていく。 

 ②マスクをしながら保育を行っているため、子どもや保護者、職員間で伝える側の思いや



意図が伝わりづらいところがある。現在も実行しているが、声のトーンを意識的に上げ

たりしながらコミュニケーションを取りやすい雰囲気づくりを徹底していく。 

 

Ⅳ．保護者への対応・守秘義務（１：６２％，２：３４％，３：４％，４：０％） 

９６％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】 

 ①家庭の状況などの情報が職員間で共有しきれていないことがあった。ＣＨＳ(保育記録

システム)への記入では不十分なのか、再度検討する。また、保護者との連絡帳や職員

が記録したノートを振り返り、全体で共有する時間を確保していく。 

 ②子ども達一人ひとりが抱える課題について、正しい日本語を用いて丁寧に伝えていく。

また、子どもが抱える課題を保護者に伝える際は、良い面も伝えつつ、伝えていく。 

 

Ⅴ．地域の自然や社会との関わり（１：４４％，２：４２％，３：１４％，４：０％） 

８６％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】  

①実習生を受け入れる際は、オリエンテーションで園の理念や保育方針を伝えつつ実習

生の目標を確認して上で、「同じ保育の道を学ぶ人」として、丁寧かつ適切な指導がで

きるようにしていく。そのために、自分たち自身の日々の保育を高めていく努力を継続

する。 

 ②生物や野菜を育てる機会を保育の中で取り入れられていなかった。プランターを用意

して野菜を育てたり、植物を植えてお水をあげてお世話をしたりすることを子どもが

経験できるようにしていく。 

 

Ⅵ．保育者の専門性に関する研修・研究への意欲・態度（１：５１％，２：４７％，３：２％，

４：０％） 

９８％の職員が、「よくできている」又は「まあまあできている」と評価した。 

【課 題】 

①保育者一人ひとりが明確な役割を持てるようにする。自分が組織の中で何を活かせる

のかを考えながら、その専門性を高めていく。一人ひとりが支え合うことでより良い保

育ができるということを意識しながら、協力していく。 

②園内外の研修に積極的に参加し、専門的な知識を深めて日々の保育の中で実践してい

く。 

 


